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①　人口の推移

2005(平成17)年 103,227 (63,593) (11,033) (2,794) (8,264) (5,903) (11,640)

2010(平成22)年 100,288 (62,652) (10,720) (2,520) (7,844) (5,570) (10,982)

2015(平成27)年 94,847 (59,844) (9,993) (2,314) (7,317) (5,225) (10,154)

2020(令和 2)年 90,097 (57,479) (9,531) (2,108) (6,769) (4,884) (9,326)

2021(令和 3)年 88,700 (56,617) (9,340) (2,043) (6,627) (4,867) (9,206)

2022(令和 4)年 87,544 (55,996) (9,193) (1,999) (6,504) (4,834) (9,018)

2023(令和 5)年 86,182 (55,175) (9,058) (1,947) (6,333) (4,787) (8,882)

資料：住民基本台帳（各年9月末現在）

人口 割合 人口 割合 人口 割合

2005(平成17)年 13,356 12.9％ 64,488 62.5％ 25,383 24.6％ 103,227

2010(平成22)年 12,478 12.4％ 61,080 60.9％ 26,730 26.7％ 100,288

2015(平成27)年 11,276 11.9％ 54,652 57.6％ 28,919 30.5％ 94,847

2020(令和 2)年 9,924 11.0％ 50,484 56.0％ 29,689 33.0％ 90,097

2021(令和 3)年 9,581 10.8％ 49,433 55.7％ 29,686 33.5％ 88,700

2022(令和 4)年 9,272 10.6％ 48,821 55.8％ 29,451 33.6％ 87,544

2023(令和 5)年 8,909 10.3％ 48,092 55.8％ 29,181 33.9％ 86,182

資料：住民基本台帳（各年9月末現在）

　伊賀市の人口は、２００４(平成１６）年の市町村合併以降、減少が進んでいる状況が
続いており、２０２３（令和５）年現在の総人口は、８６,１８２人と２００５（平成１
７）年からの１８年間で約１７，０００人、１６.５％減少しています。
　年齢３区分での０歳から１４歳人口についても、２００５（平成１７）年の１３，３５
６人から３３.３％減少の８，９０９人となっており、急速な少子化が進行しています。
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②　児童生徒数の推移

2023(R5)年までは各年５月１日現在

2024(R6)年から2028(R10)年までは推計値

地区別児童生徒数の推移

年次 伊賀市
上野
地区

いがまち
地区

島ヶ原
地区

阿山
地区

大山田
地区

青山
地区

2003(平成15)年 5,546 (3,283) (663) (106) (451) (301) (742)

2008(平成20)年 5,154 (3,217) (554) (118) (459) (266) (540)

2013(平成25)年 4,633 (3,139) (395) (92) (325) (235) (447)

2018(平成30)年 4,371 (2,979) (420) (67) (312) (207) (386)

2023(令和 5)年 3,843 (2,586) (374) (67) (241) (219) (356)

2003(平成15)年 3,096 (1,744) (379) (64) (252) (189) (468)

2008(平成20)年 2,611 (1,541) (295) (49) (258) (154) (314)

2013(平成25)年 2,443 (1,527) (249) (55) (227) (119) (266)

2018(平成30)年 2,204 (1,488) (195) (57) (150) (125) (189)

2023(令和 5)年 2,064 (1,357) (209) (39) (163) (101) (195)

各年５月１日現在

　伊賀市立小・中学校の児童生徒数は、２００５(平成１７）年以降、減少傾向であり、
２０２３（令和５）年には、５，９０７人となり、２，２３２人、２７.４％の減少と
なっています。今後も減少傾向は続き、２０２８（令和１０）年には、５，１００人程度
になることが予想されています。
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③　校区再編の経緯

市立小・中学校数の推移

2002(平成14)年 29 (16) (3) (1) (4) (2) (3)

2004(平成16)年 27 (16) (3) (1) (4) (2) (1)

2005(平成17)年 26 (16) (3) (1) (4) (1) (1)

2015(平成27)年 23 (14) (3) (1) (3) (1) (1)

2016(平成28)年 22 (14) (3) (1) (2) (1) (1)

2020(令和 2)年 21 (13) (3) (1) (2) (1) (1)

2021(令和 3)年 20 (13) (3) (1) (1) (1) (1)

2023(令和 5)年 18 (11) (3) (1) (1) (1) (1)

2002(平成14)年 12 (6) (2) (1) (1) (1) (1)

2009(平成21)年 11 (5) (2) (1) (1) (1) (1)

2012(平成24)年 10 (4) (2) (1) (1) (1) (1)

2023(令和 5)年 10 (4) (2) (1) (1) (1) (1)

各年４月１日現在

※休校を含む

中
学
校

伊賀市
上野
地区

いがまち
地区

島ヶ原
地区

　伊賀市立小・中学校の校区再編は、平成1６年２月に策定した上野市校区再編計画を平成
１６年１１月の市町村合併により、「伊賀市校区再編計画（基本計画）」として阿山地区を
加え、継続実施し、学校区再編検討の必要な地域における計画策定の指針としての役割を果
たしてきました。
　これまでの小中学校の統廃合等の推移については、伊賀市合併前の旧市町村で２００２
(平成１４）年に開校していた小学校２９校、中学校１２校が、２０２３(令和５）年に上野
南小学校が開校したことにより、小学校１８校、中学校１０校に再編され、これまでの校区
再編計画に基づく統廃合は一旦終了したものと考えています。
　学校教育の充実を最優先するという立場に重点を置き、校区の再編を推進することで、市
域全体において、児童生徒を健全に育成するための望ましい学習集団の形成と、活力ある学
校づくりについて一定の成果を上げることができたと考えています。

阿山
地区

大山田
地区

青山
地区

小
学
校

年 次
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小学校の校区再編状況

地区 小学校 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 R4 R5 備考

上野東 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

上野西 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

久米 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

府中 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

中瀬 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

友生 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

依那古 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

比自岐 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

神戸 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

猪田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

古山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

花之木 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

花垣 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

長田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

新居 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

三田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

河合 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

鞆田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

玉滝 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

柘植 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

西柘植 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

壬生野 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

島ヶ原 島ヶ原 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

大山田西 ⇒ ⇒ ⇒

大山田東 ⇒ ⇒ ⇒

阿保 ⇒ ⇒

博要

高尾

矢持

上津 ⇒ ⇒

校数 31 29 29 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 23 22 22 22 22 21 20 20 18

※休校（比自岐小）を含む

⇒ ⇒ 既存施設改修型統合

Ｈ16

上野

市
町
村
合
併

暫定統合

19.4.1 上野南
R5.4.1

（上野南地区小統合計
画）

既存施設改修型統合

成和東
27.4.1

⇒ ⇒ ⇒

成和西
27.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ 既存施設改修型統合

上野北
R2.4.1

⇒ ⇒ ⇒ 既存施設改修型統合

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ 既存施設改修型統合⇒ ⇒ ⇒

（阿山地区校区再編計
画）

既存施設改修型統合

⇒ ⇒ ⇒
阿山
R3.4.1

⇒

組合 丸柱 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

三訪
27.4.1

⇒ ⇒

阿山

伊賀

大山田
大山田
17.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒ ⇒ ⇒
阿山
27.4.1 阿山

28.4.1
⇒

⇒ ⇒

⇒ 新設型統合

青山
青山
16.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ 新設型統合
矢生
14.4.1

⇒

27

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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中学校の校区再編状況

地区 中学校 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 R4 R5 備考

緑ヶ丘 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 通学区域見直し

崇広 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

府中 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

丸山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

成和 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

柘植 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

霊峰 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

島ヶ原 島ヶ原 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

阿山 阿山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

大山田 大山田 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

青山 青山 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

校数 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

伊賀

⇒⇒

Ｈ16

上野

緑ヶ丘 ⇒ ⇒ ⇒

市
町
村
合
併

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

崇広

城東
21.4.1

⇒ 通学区域見直し

桃青 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒⇒

⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒
新設型統合

通学区域見直し

上野南
24.4.1

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

新設型統合⇒ ⇒

12

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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④　市立小学校・中学校の名称及び位置

中学校の名称 位置 小学校の名称 位置

1 崇広中学校 上野丸之内78番地 1 上野西小学校 上野丸之内112番地

2 久米小学校 久米町544番地

3 上野北小学校 西高倉3146番地

2 緑ケ丘中学校 緑ケ丘本町4153番地 4 上野東小学校 緑ケ丘中町4352番地

5 友生小学校 ゆめが丘2丁目11番地

3 城東中学校 印代450番地 6 府中小学校 東条88番地

7 中瀬小学校 西明寺105番地

8 三訪小学校 三田1652番地

4 上野南中学校 森寺1488番地 9 上野南小学校 沖265番地

10 成和東小学校 猪田1350番地

11 成和西小学校 大内624番地

5 柘植中学校 柘植町1881番地 12 柘植小学校 柘植町2343番地

6 霊峰中学校 新堂160番地 13 西柘植小学校 新堂160番地

14 壬生野小学校 川東1786番地の3

7 島ヶ原中学校 島ヶ原514番地の2 15 島ヶ原小学校 島ヶ原514番地の2

8 阿山中学校 千貝10番地 16 阿山小学校 馬場1045番地

9 大山田中学校 平田655番地 17 大山田小学校 平田25番地

10 青山中学校 阿保1870番地 18 青山小学校 阿保1789番地

※上野西小学校区の一部は城東中学校へ通学
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⑤　令和５年度以降10年間の小中学校別児童生徒数推計（人）

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

1 上野東 545 535 513 507 504 488 473 467 465 467 467

2 上野西 632 612 584 551 537 549 532 538 533 536 532

3 久米 167 164 156 149 139 135 131 128 129 132 127

4 上野北 188 170 146 138 137 134 124 125 128 124 118

5 府中 215 206 201 199 183 178 158 150 139 128 121

6 中瀬 94 85 86 84 79 84 86 90 91 92 92

7 友生 386 360 356 334 329 311 290 278 255 238 224

8 上野南 116 103 107 108 101 99 98 105 102 102 111

9 成和東 85 80 70 63 59 58 55 50 49 47 47

10 成和西 79 72 68 57 57 49 43 40 37 38 35

11 三訪 79 89 83 88 74 75 73 65 65 66 71

12 柘植 117 118 117 107 102 95 83 75 69 66 64

13 西柘植 95 89 97 93 89 90 92 100 99 101 106

14 壬生野 162 154 151 152 142 129 125 117 118 109 113

15 島ヶ原 67 63 56 49 47 41 36 30 28 27 24

16 阿山 241 235 218 219 212 206 194 179 165 159 149

17 大山田 219 229 235 220 215 199 194 174 160 156 146

18 青山 356 341 317 302 294 277 252 232 228 216 209

小学計 3,843 3,705 3,561 3,420 3,300 3,197 3,039 2,943 2,860 2,804 2,756

19 崇広 399 403 414 430 433 403 381 342 322 298 307

20 緑ヶ丘 497 492 504 491 458 457 441 440 416 401 393

21 城東 292 280 289 295 308 296 290 258 252 255 249

22 上野南 169 175 162 160 140 129 122 117 117 107 101

23 柘植 56 52 52 57 58 61 57 58 55 49 43

24 霊峰 153 141 125 134 125 143 128 122 108 117 108

25 島ヶ原 39 37 40 37 32 32 28 29 24 21 18

26 阿山 163 157 155 135 131 106 113 111 118 110 105

27 大山田 101 106 105 114 120 122 106 110 111 112 103

28 青山 195 211 194 193 173 167 164 169 151 140 127

中学計 2,064 2,054 2,040 2,046 1,978 1,916 1,830 1,756 1,674 1,610 1,554

小中計 5,907 5,759 5,601 5,466 5,278 5,113 4,869 4,699 4,534 4,414 4,310

２学年複式学級
４学年複式学級
６学年複式学級

学校名
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⑥　学校別学年学級数の推計

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

1 上野東 3 3 3 3 3 3 18 3 3 3 3 3 3 18

2 上野西 3 3 3 4 3 3 19 3 3 3 3 3 3 18

3 久米 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

4 上野北 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

5 府中 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

6 中瀬 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

7 友生 2 2 2 2 2 2 12 2 2 2 2 1 2 11

8 上野南 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

9 成和東 1 1 1 1 1 1 6 1 0 1 0 1 1 4

10 成和西 1 1 1 1 1 1 6 1 0 1 0 1 1 4

11 三訪 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

12 柘植 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

13 西柘植 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

14 壬生野 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6

15 島ヶ原 1 1 1 1 1 1 6 0 1 0 1 0 1 3

16 阿山 1 1 2 1 2 2 9 1 1 1 1 1 1 6

17 大山田 1 1 2 2 1 1 8 1 1 1 1 1 1 6

18 青山 2 2 2 2 2 2 12 1 1 1 1 1 2 7

複式学級

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

1 崇広 3 4 4 11 3 3 3 9

2 緑ヶ丘 5 4 5 14 4 4 4 12

3 城東 3 3 3 9 2 3 3 8

4 上野南 2 2 2 6 1 1 1 3

5 柘植 1 1 1 3 1 1 1 3

6 霊峰 1 2 2 5 1 2 1 4

7 島ヶ原 1 1 1 3 1 1 1 3

8 阿山 2 2 2 6 1 1 1 3

9 大山田 1 1 1 3 1 1 1 3

10 青山 2 2 2 6 2 2 1 5

2023(令和５)年度 2033(令和15)年度
中学校

 ２０２３(令和５)年度の市立小学校は、すべての学年で複数学級の編成が４校、
いづれかの学年で複数学級の編成が２校、残りの１２校は全ての学年で１学級の編
成となっています。市立中学校は、すべての学年で複数学級の編成が６校、いづれ
かの学年で複数学級の編成が１校、残りの３校は全ての学年で１学級の編成となっ
ています。
　児童生徒数推計による２０３３(令和１５)年では、小学校ですべての学年で複数
学級の編成が２校、いづれかの学年で複数学級の編成が２校、残りの１４校のうち
全ての学年で１学級の編成が９校、複式学級での編成が３校となる見込みとなって
います。中学校では、すべての学年で複数学級の編成が３校、いづれかの学年で複
数学級の編成が２校、残りの５校は全ての学年で１学級の編成となる見込みです。
児童生徒数の減少に伴う、小・中学校の小規模化がますます進むことが予想されま
す。

学校別学年学級数（特別支援学級を除く）

2023(令和５)年度 2033(令和15)年度推計
小学校
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⑦　学校施設の現状

学校施設一覧

校舎 屋内運動場

1 上野東小学校 7,806 1,146 　2006(H18)年  【17年】

2 上野西小学校 6,233 1,406 　1995(H7)年　 【28年】

3 久米小学校 4,030 546 　2002(H14)年  【21年】

4 上野北小学校 3,294 532 　2018(H30)年  【５年】 再編による新築

5 府中小学校 2,437 629 　1984(S59)年　【39年】 2010(H22)年移転による改修

6 中瀬小学校 2,421 517 　1973(S48)年　【50年】

7 友生小学校 8,278 1,027 　2004(H16)年　【19年】

8 上野南小学校 2,496 563 　1978(S53)年　【45年】 2022(R4)年再編による改修

9 成和東小学校 2,041 563 　1975(S50)年　【48年】 2015(H27)年再編による改修

10 成和西小学校 1,831 563 　1985(S60)年　【38年】 2015(H27)年再編による改修

11 三訪小学校 1,974 532 　1986(S61)年　【37年】 2015(H27)年再編による改修

12 柘植小学校 4,488 1,428 　1977(S52)年　【46年】

13 西柘植小学校 3,227 504 　1973(S48)年　【50年】

14 壬生野小学校 3,873 1,061 　1968(S43)年　【55年】

15 島ヶ原小学校 2,862 729 　2004(H16)年　【19年】

16 阿山小学校 4,538 1,477 　2014(H26)年　【９年】 再編による新築

17 大山田小学校 5,003 922 　2004(H16)年　【19年】 再編による新築

18 青山小学校 7,094 1,362 　2004(H16)年　【19年】 再編による新築

1 崇広中学校 6,339 1,302 　1999(H11)年　【24年】

2 緑ケ丘中学校 6,132 1,560 　1974(S49)年　【49年】

3 城東中学校 6,102 1,519 　2008(H20)年　【15年】 再編による新築

4 上野南中学校 5,462 1,482 　2011(H23)年　【12年】 再編による新築

5 柘植中学校 4,038 1,200 　1981(S56)年　【42年】

6 霊峰中学校 4,415 1,412 　1978(S53)年　【45年】

7 島ヶ原中学校 2,012 1,359 　2004(H16)年　【19年】

8 阿山中学校 4,853 1,498 　1973(S48)年　【50年】

9 大山田中学校 4,530 1,050 　1968(S43)年　【55年】

10 青山中学校 5,503 1,535 　1983(S58)年　【40年】

※建築年度は主たる校舎の建築年度

　　延床面積（㎡）
学校名 校舎建築年度【築年数】 備　　考

　学校施設については、昭和４０年代から５０年代に建設したものが多く、校舎や屋
内運動場等の施設の耐震化はすでに実施されていますが、老朽化に伴う改修や不具合
の修繕など、事故防止等の安全確保の面からも効率的・効果的な維持管理を行ってい
ます。また、地球温暖化等による学習環境に配慮した空調設備の設置、社会環境の変
化によるトイレの改修などにも取り組んでいます。
　２０２０(令和２)年９月に策定した「伊賀市学校施設長寿命化計画」では、①安全
性　②快適性　③学習活動への適応性　④環境への適応性　⑤地域の拠点化を５つの
視点として、学校施設の状況や将来的な需要見通しを踏まえ、各学校のあり方を考慮
して上で、効率的、効果的な学校別・施設別の事業方法を選定することで長寿命化を
図ることとしています。
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⑧学校教育の取組 

 

 ２０２１(令和３)年３月に策定した「伊賀市教育大綱」では、「一人ひとりが

輝くこと 一人ひとりが心豊かで健やかに成長・自立し、共に未来を創造するこ

とをめざして」を教育理念として掲げ、その教育理念を実現するために ①人権

尊重の精神を培う教育 ②新しい時代を「生きぬいていく力」を養う教育 ③伊

賀に根ざした教育と主権者の自覚を培う教育 ④心豊かな人を育む教育 ⑤芸

術・文化、文化遺産継承の推進を５つの基本方針として、未来の伊賀市を担って

いく人材を育むとともに、生涯をとおして自己実現が図れる教育の実現を目指

した取り組みを進めています。 

 

 学校教育においては、伊賀市教育大綱の理念と方針に基づき、「確かな学力と

豊かな心を身につけ、健やかな体を育む子ども」をめざす子ども像、「情熱と使

命感を持つ信頼される教職員」をめざす教職員像と定め、「確かな学力の向上・

定着」「人権・同和教育の充実」「キャリア教育の推進」を取り組みの３本柱とし、

子どもたちが未来に夢や希望を持ち、未来をたくましく切り拓いていけること

を念頭においた教育を進めています。 

 「確かな学力の向上・定着」では、なかまと学ぶ楽しさを味わう、わかる授業

づくりとして、新学習指導要領にもとづく授業改善やＩＣＴ機器等を活用した

指導力の向上、家庭との連携による生活習慣や学習習慣の見直し、外国語指導助

手（ＡＬＴ）の積極的な活用を進め、「人権同和教育の充実」では、命を大切に

し、あらゆる差別を許さない実践的な人間を育成するとして、差別の現実から深

く学び、教育活動を通じた人権教育や小中学校の系統的な人権学習、多文化共生

教育、国際理解教育などを推進しています。 

「キャリア教育の推進」では、社会的・職業的自立のための必要な能力や態度を

育成するとし、キャリア・カウンセリングと体験学習等の実施や学校・家庭・地

域・企業・関係行政機関との連携を進めています。 

 ３本柱に加えて「生徒指導・特別支援教育・健康教育の充実」として、包括的・

全校的生徒指導によるすべての子どもが安心して学べる学校づくりや、いじめ・

不登校・暴力行為等の課題に対する取組を推進するとともに、「特色ある学校づ

くりの推進」として地域とともに学校マニュフェストの推進などの取り組みを

進めています。 

 引き続き、子ども一人ひとりが心豊かで健やかに成長・自立し、新しい時代を

生きぬく力を育み、共に未来を創造できる教育を進めることとしています。 



１２ 

伊賀市教育大綱 

● 教育理念 ● 

 

 

 

● 基本方針 ● 
基本方針 １ 人間尊重の精神を培う教育 

人間の尊厳や基本的人権が真に保障され一人ひとりが自分らしく生きられるよう、部落差別をはじめ、障がい者差別、

LGBT（性的少数者）に対する差別などのあらゆる差別をなくし、「差別のない明るい伊賀市」の実現をめざします。 

また、国際化社会に生きる私たちは、世界の平和とその調和ある発展を目指し、世界の人々と協調・交流を図ることが

大切です。 

このため、自尊心を高め一人ひとりがお互いの良さを認め、共に支え合いながら多様な文化や価値観を認めあう多文化

共生の精神、生命・人権・世界平和を尊重する精神を培うよう努めます。  

 

基本方針 ２ 新しい時代を「生きぬいていく力」を培う教育 

社会が大変革期を迎える中、子どもたちが変化を前向きに受けとめ、未来に夢や希望を持ち、自立した心豊かな人間

として生き抜いていくための基礎を身につけられるよう、義務教育・家庭教育の質を高めていくことが大切です。 

このため、直面する課題に自ら考え判断し、主体的に対応する「自立」の力及び、他者との関わりの中で共に支え合

い新しい社会を創っていく「共生」の力を培うよう努めます。 

さらに、家庭・学校・企業・地域が一体となって青少年を取り巻く環境整備を進めるとともに、子どもたちが快適に安

心して学ぶことができる教育環境の充実を図ります。 

 

基本方針 ３ 伊賀に根ざした教育と主権者の自覚を培う教育 

成年年齢の引き下げに伴い、新しい時代の「大人」として社会活動や社会形成に積極的に参画する意欲を高め、互助・

共助の姿勢や主権者としての自覚を培うことが求められています。併せて、将来世界で活躍する者にも伊賀の地で郷土の

未来を担う者にも、ふるさと伊賀に愛着や誇りを持つともに、学習の成果を地域づくりに生かすなど、誰一人取り残さな

い持続可能な地域社会の成長や発展に貢献する心・仲間を育てていく必要があります。 

このため、*ＤＸの取組を進めるとともに、豊かな自然や多彩な歴史文化を有する地域の資料をはじめ図書館等を活用

した教育を展開しながら、地域に根ざした教育の機会を学校だけでなく、あらゆる世代が学ぶ機会が得られるようにする

とともに、伊賀で様々なニーズの学びを保障していくような環境づくりを市民と共に進めていきます。 

 

＊DX（Digital Transformation：情報通信技術の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させるという概念） 

 

基本方針 ４ 心豊かな人を育む教育 

潤いのある自立した生き方は、健康で強い意志と勤労意欲、それに豊かな心によって作られます。 

こうした観点から、自然やスポーツ・文化活動に親しみ、勤労の価値を自覚して強く生き抜く力を養い、生涯を通じ生

きがいを持ち、心豊かに生きる人間としての情操を深められるよう取り組むことが大切です。 

このため、それぞれの年代に応じた学習や交流の場、体験機会の充実や生涯を通じた自発的な学びができる環境をは

じめ、さまざまな世代のニーズに応えられる情報発信や相談体制を整備します。 

 

基本方針 ５ 芸術・文化、文化遺産継承の推進 

先人から大切に引き継がれてきた地域の貴重な歴史や芸術・文化は人々の創造性を育み、人々の心のつながりや多様

性を受け入れる豊かな社会を創造する原動力となるものです。 

このため、市民がさまざまな芸術や文化、文化財に親しむ機会の充実とともに、文化活動へ参画できる環境を市民と

共に整備していきます。 

また、「俳句」やユネスコ世界遺産に登録された「上野天神祭のダンジリ行事」など、先人が遺した郷土の優れた文化

遺産への理解・関心を深め、これら市民の財産を後世に引き継ぐ取組を推進することにより、故郷を愛する心を育み、地

域の一体感や誇りの醸成につなげていきます。 

一人ひとりが輝くこと 
一人ひとりが心豊かで健やかに成長・自立し、 

共に未来を創造することをめざして 


